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「ノーベル賞受賞者を囲むフォーラム」オンライン視聴 

年

月

日 

2021 年９月１１日（土）１３：３０～１６：３０ 

内

容 

９月１１日（土）、読売新聞社主催の「ノーベル受賞者を囲むフォーラム 次世代へのメッセージ」をオン

ラインで視聴する機会をいただきました。全校生徒から希望者を募集したところ、９０名近くの生徒が応募

し、ノーベル賞受賞者の貴重な講義を自宅で視聴しました。 

フォーラムでは「感染症に負けない」をテーマに、江崎玲於奈・横浜薬科大学長（１９７３年物理学

賞）から動画で特別講義をいただき、山中伸弥・京都大ｉＰＳ細胞研究所長（２０１２年生理学・

医学賞）、脇田隆字・国立感染症研究所長からオンタイムで御講演いただきました。 

江崎氏はノーベル生理学賞の歴史に触れ、若者に対して科学を通して人類の文明の更なる発展に貢

献してほしい旨のメッセージを述べられました。山中氏は自身の研究の履歴や研究にかける思い、ｉＰＳ

細胞の作製に至った経緯、また、現在は、新型コロナウイルスに感染し、回復した人の細胞からｉＰＳ細

胞を作って国内外に提供しており、新型コロナ研究にｉＰＳ細胞で貢献したいと語っておられました。さらに

高校生達に向けて、科学リテラシーを身に付けることの重要性について、また、コロナ禍を通して自分は社会

にどう貢献できるか考えてほしいというメッセージを述べられました。脇田氏は、自身の専門である、C型肝炎

ウイルス発見に至る歴史についてお話いただくとともに、「新型コロナワクチンで重症化が予防できるようになっ

てきた。社会全体を守るという気持ちでワクチン接種を受けてほしい」と強調されました。 

このフォーラムを視聴した生徒の一人が以下のように感想を述べています。 

「私は感染症やその研究について無知だったので、ノーベル賞受賞者の方々の感染症についての話を通

して新しく知れたことが多くありました。新型コロナウイルスのことだけでなく、研究についても詳しく聴くことがで

きたので勉強になりました。どの方の話も、コロナ禍の社会での考え方のヒントが散りばめられていて為になる

講演だったと思いました。ワクチンや分散登校などで不満や不安がありましたが、それは自分のためだけでな

く、社会のためにも必要なことだと気付かされました。『ピンチをチャンスに』と仰っておられたように、今だからこ

そ出来ることを考え、前向きに過ごしていこうと思います。また、同じ高校生のアイディアは発想が豊かで刺激

を受けました。」 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&p=%E6%B1%9F%E5%B4%8E%E7%8E%B2%E6%96%BC%E5%A5%88&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&p=%E5%B1%B1%E4%B8%AD%E4%BC%B8%E5%BC%A5&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&p=%E8%84%87%E7%94%B0%E9%9A%86%E5%AD%97&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&p=%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A&fr=link_kw_nws_direct
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